
生活保護受給者等就労自立促進事業の推進

労働局・ハローワークと地方公共団体との協定等に基づく連携を基盤に、地方公共団体におけるワンストップ型の就労支援体

制を全国的に整備し、生活保護受給者等の就労による自立促進事業を図る生活保護受給者等就労自立促進事業を実施してきたと

ころです。

生活保護受給世帯数の高止まり、平成27年度に生活困窮者自立支援法が施行されたことに伴う支援対象者の増等にも対応す

るため、地方公共団体にハローワークの常設窓口を増設する等、両機関が一体となった就労支援を更に推進することにより、支

援対象者の就労による自立を促進します。

就職支援ナビゲーター21名（令和7年度）
（就労支援分・定着支援分・一体支援分）

＜就労支援メニュー＞
① キャリアコンサルティング
② 職業相談・職業紹介
③ 職業準備プログラム

（職場体験講習、職業準備セミナー等）

④ トライアル雇用
⑤ 公的職業訓練等による能力開発
⑥ 個別求人開拓

（人手不足業種などマッチング可能性の高い
生保受給者等向け求人の開拓）
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地方公共団体
（福祉事務所等）

就職困難・生活困窮者

生活保護受給者

児童扶養手当受給者

住居確保給付金受給者

①就労支援に関
する支援要請
→両者共同で支援対象
者選定の上、個別の就
労支援ﾌﾟﾗﾝ策定

②支援対象者の積
極的誘導
→ﾊﾛｰﾜｰｸによる支援調
整会議への参加や中間
的就労事業所の訪問

③求職活動状況の
提供・共有化

職場定着に向けた
フォローアップ強化

○地方公共団体と協議会の設置及び当該事業に関す

る協定の締結（すべての自治体と締結済み）

○地方公共団体への常設窓口（生保型）の設置（岡

山市3か所、倉敷市）、ﾊﾛｰﾜｰｸからの巡回相談の実

施等のﾜﾝｽﾄｯﾌﾟ型の支援体制の整備《近接地以外の

福祉事務所で実施中》

生活困窮者

生活保護受給者等の就労継続のための
チェックツールの開発

等

雇入れ助成金
の活用



岡山市（岡山県）の一体的実施①
北区中央福祉事務所施設内に「福祉ジョブ・サポート・スペース岡山」（愛称：
ジョブ・サポ岡山）を開設。生活保護受給者等に対する早期就職支援を岡山市とハ
ローワークが一体的に実施。（福祉事務所併設実施は県内初）

岡山市と国の緊密な相互連携と協働により、生活保護受給者等支援対象者の就職に
よる早期自立の実現を図る。

① 事業内容

・岡山市とハローワーク岡山の双方の担当で構成される「就労支援チーム」を設置し、綿密な支援
が必要な支援対象者ごとに、支援プランを作成する。

・担当者制（マンツーマン）により、策定したプランの進捗管理を行い、個々に選定した支援メニュー
（職業相談・紹介、カウンセリング、職業訓練メニューの提供・相談等）を実施する。

② 協定・事業計画
・岡山市長と岡山労働局長の間で協定（＊）を締結。
・数値目標を盛り込んだ事業計画を岡山市と岡山労働局の間で策定。

＊ 協定の実施等について相互に要望することができ、出された要望には誠実に対応する旨を規定

③ 実施協議会

・岡山市職員（福祉事務所所長を含む）、岡山労働局職員、ハローワーク岡山職員等をメンバーと
する運営協議会を設置。

福祉サービス、生活相談 職業相談、職業紹介

平成２５年２月１日事業開始

市 国



福祉ジョブ・サポート・スペース岡山

１ 趣 旨

岡山市と岡山公共職業安定所が、生活保護受給者など低所得者層
を対象にした福祉と就労を一体的に支援する窓口を設置し、早期の
自立支援を図る。

２ 設置場所
岡山市北区鹿田町一丁目１－１
岡山市保健福祉会館 １階

福祉事務所

支援候補者の選定
・稼働能力を有する者

・就労意欲が一定程
度ある者

・就労の阻害要因が
無い者

・事業の参加に同意し
ている者

ハローワーク

職業相談・紹介
・担当者制による相談
・求人情報の提供

・公的職業訓練メ
ニューの提供・相談

・心理カウンセラー等
によるカウンセリング

等々

・支援対象者の決定

・個々の対象者に応じて、支援プラン、支援メニューを策
定・選定し、就労支援を行う。

・就労自立支援員(市・嘱託) ２名
・就職支援ナビゲーター(国) ２名

就労支援チーム

・就労支援相談員

生活保護受給者等
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労
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福祉ジョブ・サポート・スペース岡山イメージ図
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（１） 実施体制 福祉ジョブ・サポート・スペース岡山

（２） 事業目標と取組状況

７年度事業目標 取組状況（７年６月末時点）

生活保護受給者

○支援対象者数 １３５人
○就職者数（率） ９４人（69.6％）

○支援対象者数 ５３人
○就職者数（率） ２６人（49.1％）

（参考）６年度事業目標
・支援対象者数 １３５人
・就職者数（率） ９２人（６８．１％）

（参考）６年度取組状況
・支援対象者数 １５５人
・就職者数（率） ８１人（５２．３％）

児童扶養手当受給者

○支援対象者数 ３０人
○就職者数（率） ２１人（69.6％）

○支援対象者数 １３人
○就職者数（率） １３人（100.0％）

（参考）６年度事業目標
・支援対象者数 ３０人
・就職者数（率） ２０人（６８．１％）

（参考）６年度取組状況
・支援対象者数 ３２人
・就職者数（率） ３２人（１００．０％）

住居確保給付金受給者

○支援対象者数 ３人
○就職者数（率） ２人（69.6％）

○支援対象者数 ０人
○就職者数（率） ０人（0％）

（参考）６年度事業目標
・支援対象者数 ３人
・就職者数（率） ２人（６８．１％）

（参考）６年度取組状況
・支援対象者数 １人
・就職者数（率） １人（１００．０％）

生活困窮者
（住居確保除く）

○支援対象者数 ３２人
○就職者数（率） ２３人（69.6％）

○支援対象者数 ３人
○就職者数（率） ３人（100.0％）

（参考）６年度事業目標
・支援対象者数 ３２人
・就職者数（率） ２２人（６８．１％）

（参考）６年度取組状況
・支援対象者数 １３人
・就職者数（率） ８人（６１．５％）

合 計

○支援対象者数 ２００人
○就職者数（率） １４０人（69.6％）

○支援対象者数 ６９人
○就職者数（率） ４２人（60.9％）

（参考）６年度事業目標
・支援対象者数 ２００人
・就職者数（率） １３６人（６８．１％）

（参考）６年度取組状況
・支援対象者数 ２０１人
・就職者数（率） １２２人（６０．７％）

岡山市 ・ 就労支援相談員（嘱託） ２名
国 ・就職支援ナビゲーター ２名

（ハローワーク） ・求人情報提供端末 ３台、職業紹介端末 ２台 配置



岡山市における一体的実施について
岡山市長 大森 雅夫

岡山市では、本市の福祉施策とハローワーク岡山の就職支援施策の一体的な実施を目的として、平成25年2月

に「福祉ジョブ・サポート・スペース岡山」（北区中央福祉事務所併設）、平成25年10月には「福祉ジョブ・サポート・

スペース岡山南」（南区南福祉事務所内）を開設し、福祉から就労まで切れ目のない支援を行ってまいりました。

これにより、福祉や就労に関する相談はもとより、職業相談や職業紹介、ハローワークの就職支援ナビゲーター

による支援等の幅広くきめ細やかな対応が可能となり、長期離職者の就職をはじめとした着実な成果を挙げてい

るところです。

こうした中、岡山市では、さらなる支援の充実に向けて、平成26年10月に新たに「福祉ジョブ・サポート・スペース

岡山中」（中区福祉事務所内）を開設いたしました。

岡山市における生活保護世帯数・受給者数の伸びは収まりつつあるものの、依然として増加傾向にあり、生活保

護に至る前の段階で困窮状態からの脱却を支援する「岡山市寄り添いサポートセンター」や３つの「福祉ジョブ・サ

ポート・スペース」における福祉と就労の一体的支援の取組は、生活困窮者の自立の促進に大きく寄与するものと

期待しております。

岡山市としましては、今後とも、ハローワーク岡山と緊密に連携し、生活保護受給者、児童扶養手当受給者、住

宅確保給付受給者等に対して早期の就職支援を行うことで、生活の安定と自立を支援してまいります。



50歳代男性 生活保護受給者 ≪希望職種：倉庫業≫

②支援内容・ポイント・経過

③結果

④ハローワーク担当者の所感

①抱える課題
■精神面で弱い面があり就労が長続きしない。一度支援を行い駐車場管理で就職され自立していたが、仕事上のミスが原因でＨ２
６年１２月に退職され再支援となる。 ■特に大きな阻害要因となるような健康状態ではなかったがあまり体力がある方ではなく、
重量物などをもつ仕事はＮＧとなる。 ■ブランクが長く就労に対して自信を失い、全てに消極的になっている。営業や接客の実
務経験はあるが、車の免許がないため応募できる職種の幅が狭い。 ■昔の経験職種と今できる仕事とのギャップがあり、作業系
で応募はされるが今一つ消極的な感は否めない。

■希望業種は、フォークリフト資格を持っていることから倉庫業に拘っていたが、体力がついていかない面があるため清掃などに
も視野を広げ、こだわりを捨てて腹をくくるよう助言を重ねる。 ■何回か急に来られなくなる時期があり引きこもる傾向が見受
けられたが、あまり焦らないように、とにかく来所を促し楽観的に物事を捉えるよう指導。 ■応募しても不採用が続いたが、
やっとＨ２８年７月に倉庫業で採用された。しかし体力がついていかず１週間ほどで離職。これによりさらに自信を失う。その為
フルタイムに拘らずパートでも積極的に応募していくように励まし、面接中心の清掃業に応募を促した。 ■ケースワーカーとも
緊密な連携を取り情報共有に努め、福祉側からも継続してプッシュしていただいた。

■支援期間は約1年11か月、応募事業所18社目で就職決定。【職種：清掃業】

■支援期間が長くなりすぎ、お互いに中だるみしそうになるのを我慢しながらサポートを続けた。年齢が高くなり、体力面から考
えて就労はどんどん難しくなっていったが、励ましつつ面談と応募を重ね、最後に希望の求人に採用された。本人の真面目な性格
を尊重しつつゆっくりサポートする事により良い結果に結びつける事が出来た。

一体的実施事業による就職成功例（ジョブ・サポ岡山）

⑤本人のコメント
■途中就職は、無理と正直あきらめていたが励まされて応募を続けて本当によかった。途中挫折しないように頑張りたい。


